
共に創ろう　持続可能な社会　第２弾 
～STI for SDGs@Gotanda-Valley～

2020年2月16日（日）午後１時～４時 
立正大学品川キャンパス９号館 B２階 9B23教室

2019年度品川区「五反田バレー魅力発信事業」

※STI for SDGs＝持続可能な開発目標のための科学技術イノベーション



本日のプログラム
13:00-13:10 オープニング（司会挨拶、ゲストスピーチ）

13:10-13:30 基調スピーチ

13:30-14:30 企業のSDGs取り組み紹介

14:30-14:40 10分休憩

14:40-15:30 パネルディスカッション「五反田バレー×ものづくりとIT×SDGs」

15:30-15:50 提言「五反田バレーで企業と教育をつなぎ、SDGsアクションを！」

15:50-16:00 クロージング



ゲストスピーチ
一般社団法人 

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン 
事務局長 

大場恒雄　様
資料はこちらからダウンロードいただけます

https://www.roundtable.co.jp/files/gcnj/20200216.gcnj.pdf



基調スピーチ
立正大学 心理学部 

教授 

小澤康司　様
資料はこちらからダウンロードいただけます

https://www.roundtable.co.jp/files/sdgs/20200216.ozawa.pdf



企業のSDGs取組事例

株式会社CAMI&Co. 
代表取締役 

神谷雅史　様



企業のSDGs取組事例

アイ-コンポロジー株式会社 
代表取締役 

三宅仁　様



企業のSDGs取組事例

東洋製罐グループホールディングス株式会社 
イノベーション推進室 リーダー 

三木逸平　様



企業のSDGs取組事例

株式会社近畿日本ツーリスト首都圏 
団体旅行部 

金井隆行　様



パネルディスカッション 
「五反田バレー×ものづくりとIT×SDGs」
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産官学民のSDGs取組
株式会社野村総合研究所 未来創発センター 
主席研究員（財務省より官民交流） 

御友重希　様
資料はこちらからダウンロードいただけます

https://www.roundtable.co.jp/files/sdgs/20200214.jci.pdf



教育現場のSDGs取組

品川区立冨士見台中学校 
校長 

山本修史　様



教育現場のSDGs取組

品川エトワール女子高等学校  
教諭 

曽原健一郎　様 
２年 

船谷楓　様



「多くの命」 

(AFPWAA Student Workshop@Gotanda Valley!応募作品)

地球上で先進国と呼ばれる国は、全体の約4分の1程度。先
進国は少数派なのである。残りの4分の3は発展途上国にあ
たる。「発展途上国」と聞くとアフリカなど南半球に多いイ
メージだが、先進国が多くある北半球にも発展途上の国は存
在する。南半球の発展途上国では、干ばつなどによる水不足
や食糧不足が問題となっている。一方、北半球の発展途上
国、特に北緯が高い地域では降雪が悩みの種となっている。
日本でも、雪が降れば電車などの交通機関に影響し、生活に
少しばかりの支障が生じる。しかし、写真のような発展途上
国では、積雪や気温の低下により水道管が凍結し水不足にな
るため、また生活費を稼ぐために足場の悪い極寒の中を長い
間歩かなければならない。こんな環境では生まれたばかりの
命もすぐに消えてしまうだろう。そうならないように私たち
先進国は協力して、手を差し伸べなければならない。学校で
「人は皆平等である」などと教えるよりも、生まれた多数の
命を守ることの方が大切だと私は思う。地面には道路を敷
き、家には電気を通し、冬でも凍結しにくい水道管を作る。
多数派を救う。それが、より良い未来にするための一歩では
ないだろうか。（船谷 楓） 

[品川エトワール女子高等学校]

Women carry water pitchers on their head after a water pipe got 
frozen due to sub zero temperatures on the outskirts of Srinagar 
on January 3, 2020. (Photo by Tauseef MUSTAFA / AFP)

全応募作品をInstagram掲載



提言 
「五反田バレーで企業と教育をつなぎ、 

SDGsアクションを！」
有限会社ラウンドテーブルコム 

代表取締役 

柳沢富夫
資料はこちらからダウンロードいただけます

https://www.roundtable.co.jp/files/sdgs/20200216.yanagisawa.pdf



アンケートにご協力を  
お願いいたします

https://forms.gle/PJcUujVhmM7M2ig68



次回イベントにも 
ぜひご参加ください！

https://www.roundtable.co.jp/company/?p=1989


